
 

FigJam をグループで共同編集 

FigJam で先生が「ひな型」作成時に、グループごとにセクションを分けておき、セクションのリンクを GoogleClassroom 

の資料で知らせることで、児童生徒を自分のグループのセクション（自分の作業スペース）へ誘導する手順です 

 

＜先生がセクションのリンクを投稿する＞ 

① グループごとにセクションを分けた FigJam ファイルを、ひな型として作成しておきます 

（セクションを色分けしておくと見やすいです） 

 
② １つめのセクションを右クリックして、「セクションへのリンクをコピー」をクリックします 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ GoogleClassroom を開き、「授業」から「資料」を作成します 

④ 「リンク」をクリックして、②で FigJam から取得してきたリンクを貼り付けて、「リンクを追加」をクリックします 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リンクを貼りつけます 



 

⑤ リンクが挿入されたら、タイトル、トピックなど適切なものを設定して、「投稿」します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜児童生徒がGoogleClassroomの資料から自分のグループのファイルを開く＞ 

① GoogleClassroom で、先生から配付された自分のグループの資料を開き、添付されたファイルをタップします 

 

 

 

 

 

 

 

② 自分のグループのセクションが選択された状態で FigJam ファイルが開き、作業にスムーズには入れます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※FigJam にログインしていない場合 

    課題で配付されたファイルを開くと、FigJam へのログインが求められる場合があります 

メールアドレス未入力のまま「Log in」を選択し → 「Continue with Google」をタップ → 

アカウントが表示されたらアカウントをタップ 

 

 

 

 

 

 

 


